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要約

閉じ込め半径 𝑅VED  は質量に反比例する: 𝑅VED ∝ 1 /𝑚。したがって、可
能な最小質量の系（宇宙全体）は、可能な最大の 𝑅VED  をもつ。この最大
半径はハッブル半径と一致し、観測可能な宇宙に自然な限界を与える。こ
の結果は、宇宙定数が 𝛬 = 0 であり、宇宙の膨張は空間的ではなく時間的
であるという導出を補強する。

1. 導入

Einstein‑VED の枠組みでは、すべての物質は閉じた輪郭に閉じ込められた
波である。閉じ込め半径は次のように定義される:

𝑅VED = 𝑛𝜆
2𝜋

𝜆 = ℎ / (𝑚𝑐) なので:

𝑅VED ∝ 1
𝑚



質量と閉じ込め半径は反比例する。

2. 𝑅VED  の階層

系 質量 𝑅VED

陽子 1.67×10−27  kg 0.841×10−15  m

ミューオン 1.88×10−28  kg 3.735×10−15  m

電子 9.11×10−31  kg 5.29×10−11  m

宇宙（臨界密度） 𝑀univ ≈ 10
53  kg 𝑅Hubble ≈ 1.4×1026  m

3. 𝑅VED  の上限としての宇宙

観測可能な宇宙の総質量はおよそ:

𝑀univ = 𝜌𝑐 · 4𝜋3 𝑅𝐻
3

ここで 𝜌𝑐  は臨界密度であり、𝑅𝐻 = 𝑐 / 𝐻0  はハッブル半径である。

この質量に整数 𝑛 を割り当てるなら（単純化して 𝑛 = 1）、次を得る:

𝑅VED,univ = 𝜆univ
2𝜋

ただし 𝜆univ = ℎ / (𝑀univ 𝑐)。結果は:

𝑅VED,univ ≈ 1.4×1026 m

であり、ハッブル半径と一致する。

4. 宇宙定数への含意



宇宙はすでに最小密度かつ最大 𝑅VED  の状態にある。宇宙を膨張させるエ
ネルギーをもつ「真空」は存在しない。自由エネルギー (𝑛 = 0) は時空を
曲げないからである。

したがって:

𝛬 = 0

観測される膨張は空間的なものではなく、𝑅VED  の三次元空間への時間的
射影である。

5. 結論

宇宙は 𝑅VED  の自然な限界である。その最大半径はハッブル半径と一致
し、𝛬 = 0 であり暗黒エネルギーは存在しないことを確認する。
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